
 

 

 

 

 

 

   

 

第２号 ２０１４年９月 

比庵佳境の会  

 

 

山の上の 一つ老松 誰をまつ 年々に来て われは見にけり 

                       比庵九十三 

神代植物公園のバラめぐりと深大寺拝観 

 

１．日時 10月 28日（火）10時 20分  小雨実施 

２．集合場所 JR三鷹駅改札口（南口寄り）または 

     京王線調布駅（八王子側）地上出口 

   係が「比庵佳境の会」の札を掲げて立っています。 

   小田急バス 三鷹駅南口５番乗り場 10：29発  

   同上   調布駅北口 13番乗り場 10：38発 

３．申込み先 清水 固宅 

   「緊急時の連絡先」「当日朝の利用駅（三鷹か調布    

    か）」も併せてお知らせ下さい。 

４．申込み期限 １０月１８日（土） 

５．費用 交通費および昼食代各自負担  

 

詳しくは４ページをご覧下さい 

光明寺で秋の比庵展 
（地元の方々に比庵を紹介する試み） 

１．日時 11月 26日（水）10時〜16時  

２．場所 横浜市栄区上郷町 1054 光明寺会館 

  JR京浜東北線（根岸線）港南台駅よりバスで 15分   

  2番乗場 庄戸循環港南台行 光明寺前下車 目の前 

３．出品 富士山、老松、雀、花，風景、書等の額装品他 

４．トーク 午前午後各１回（清水固） 

５．申し込み 不要、どなたでも可 

 

後日に別途パンフレットを作成します。 

 

比庵の故郷は生れ故郷の岡山県高梁市と芸術活動拠点で菩提寺がある笠岡市の二つある。左は笠岡古城山公園、右は高梁の松山である。

比庵は晩年の大作として富士山と老松を多く画いている。 

 

 

比
庵
三
昧
の
岡
山
の
三
日
間 

 
 
 
 

 
 
 

吉
備
路
文
学
館
で
の
清
水
比
庵
展
と
清
水
固
氏
講
演
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
陽
一 

 

吉
備
路
文
学
館
で
「
清
水
比
庵
展
」
が
あ
り
、

清
水
固
「
比
庵
佳
境
の
会
」
会
長
が
講
演
さ
れ

る
の
で
、
比
留
間
哲
生
氏
と
私
が
お
供
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
比
留
間
氏
は
講
演
の
お
手
伝
い
、

私
は
自
信
の
な
い
俄
カ
メ
ラ
マ
ン
。
現
地
の
移

動
は
比
留
間
氏
運
転
の
レ
ン
タ
カ
ー
で
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
は
次
ペ
ー
ジ
に
・
・
・ 

 

続
き
は 

吉備路文学館で 

１ 



                            
倉
敷
市
立
美
術
館
で
は
安
養
寺

襖
書
を
見
る 

  

七
月
十
一
日
（
金
）
晴 

岡
山
に
着
い
て

吉
備
路
文
学
館
へ
挨
拶
、
講
演
の
打
合
せ
の

後
倉
敷
市
立
美
術
館
へ
。
笠
岡
の
美
術
商
豊

池
氏
が
先
着
、
固
氏
の
妹
ワ
ー
デ
ン
充
子

（
み
つ
こ
）
さ
ん
ご
一
家
（
米
国
在
住
）
と

合
流
。
比
庵
九
一
歳
の
作
で
あ
る
倉
敷
市
安

養
寺
襖
書
を
拝
見
。
十
二
枚
の
襖
に
先
ず
新

年
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
に
分
け
て
比
庵
の
自

詠
歌
を
書
き
、
そ
の
あ
と
論
語
の
「
三
十
而

立
…
…
六
十
而
耳
順
」
と
書
き
、
そ
の
あ
と

を
「
い
ふ
と
こ
ろ
よ
ろ
し
よ
ろ
し
と
聲
高
き

茶
の
み
ば
な
し
は
老
い
の
も
の
な
り
」
と
自

詠
で
締
め
た
粋
な
ユ
ー
モ
ア
と
展
開
の
妙
。

最
後
の
四
枚
の
裏
に
は
、
小
林
和
作
が
唐
詩

四
首
を
揮
毫
。
い
き
な
り
大
作
と
の
出
会
い

で
あ
っ
た
。 

 

笠
岡
で
は
比
庵
の
菩
提
寺
威
徳

寺
を
訪
れ
る 

  

七
月
十
二
日
（
土
）
晴 

山
陽
自
動
車
道

で
笠
岡
へ
。
先
ず
豊
池
美
術
店
で
比
庵
彩
色

の
こ
け
し
や
書
を
拝
見
。
男
こ
け
し
の
胴
に

は
緑
の
絵
具
で
「
水
清
き
川
の
な
が
れ
て

…
」
の
歌
が
、
女
に
は
「
ほ
の
ぼ
の
と
む
ら

さ
き
匂
ふ
…
」
の
歌
が
今
書
か
れ
た
ば
か
り

の
よ
う
な
鮮
や
か
さ
だ
。
九
十
一
歳
の
作
。

古
城
山
公
園
の
比
庵
歌
碑
の
草
稿
を
豊
池

氏
が
手
に
入
れ
、
市
に
寄
贈
さ
れ
た
新
聞
記

事
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
く
。
比
庵
の
菩
提
寺

の
威
徳
寺
で
は
比
庵
の
書
が
掛
か
る
庫
裏

で
お
い
し
い
抹
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

九
十
を
超
え
た
お
元
気
な
ご
住
職
か
ら
比
庵
の
思

い
出
話
を
伺
い
、
比
庵
の
両
親
、
比
庵
夫
妻
、
弟

妹
が
「
ま
ど
か
に
」
眠
る
お
墓
に
お
参
り
し
た
。 

 

吉
備
路
文
学
館
で
は
比
庵
展
と
清

水
固
氏
の
講
演
を
聴
く 

  

七
月
十
三
日
（
日
） 

雨
の
ち
曇
り 

比
庵

の
ふ
る
さ
と
岡
山
な
ら
で
は
の
密
度
の
濃
い
展

示
。
比
庵
三
芸
の
歌
・
書
・
画
の
多
く
の
作
品

に
加
え
て
娘
明
子
さ
ん
（
固
氏
の
母
）
の
「
亡

き
父
は
ハ
ー
ト
の
中
に
ま
し
ま
し
て
一
人
娘
の

わ
れ
を
見
守
る
」
の
百
一
歳
の
色
紙
も
。
若
々

し
い
洒
落
れ
た
歌
。 

 

「
祖
父
比
庵
と
母
明
子
を
語
る
」
の
映
像
を

使
っ
た
講
演
は
、
比
庵
晩
年
の
芸
境
を
中
心
に

身
内
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
比
庵
ワ
ー
ル
ド
を

印
象
づ
け
た
淀
み
な
い
お
話
。
墨
の
美
術
館
の

濱
﨑
道
子
先
生
も
駆
け
つ
け
ら
れ
た
。
定
員
八

十
名
の
と
こ
ろ
椅
子
を
増
し
て
百
名
余
り
の
盛

況
。
講
演
を
聴
い
て
、
も
う
一
度
展
示
を
見
る

と
、
作
品
が
ぐ
っ
と
迫
っ
て
見
え
た
筈
。
展
示

の
半
折
に
「
け
ん
か
す
る
ご
と
く
書
を
か
く
人

の
あ
り
わ
れ
は
愛
人
と
ダ
ン
ス
す
る
ご
と
く
」

が
あ
っ
た
が
、
た
し
か
に
比
庵
の
書
画
は
た
の

し
い
。
し
か
し
、
別
の
半
折
の
「
世
の
な
か
を

嘆
き
つ
く
し
て
あ
ら
た
ま
の
年
老
い
ぬ
れ
ば
た

の
し
む
ほ
か
な
し
」
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。

比
庵
芸
術
が
心
に
し
み
る
所
以
で
あ
る
。 

  

講演する清水固氏 

倉敷市立美術館にて 左端が筆者山本陽一 

威徳寺の比庵歌碑の前にて 

２ 



 

清水鶴代 

比
庵
あ
れ
こ
れ 

清
水
比
庵 
妻
鶴
代
へ
の
挽
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 

固 

  

比
庵
の
妻
鶴
代
は
糟
糠
の
妻
と
し
て
比
庵
を

支
え
た
が
、
比
庵
六
〇
歳
の
昭
和
一
七
年
（
一

九
四
二
年
）
五
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
私
が
小

学
校
五
年
生
の
時
で
あ
る
。
比
庵
が
日
光
町
長

を
辞
し
て
愈
々
芸
術
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
た

矢
先
だ
っ
た
。
比
庵
の
落
胆
・
悲
し
み
は
子
供

心
の
私
に
も
十
分
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
比
庵
は
弟
妹
始
め
多
く
の
人
に
励

ま
さ
れ
て
こ
れ
を
バ
ネ
に
芸
術
活
動
を
本
格
的

に
開
始
し
た
。 

一 

亡
妻
へ
の
挽
歌 

 

子
供
心
に
祖
父
の
落
胆
ぶ
り
を
記
憶
し
て
い

る
私
は
、
比
庵
の
妻
へ
の
挽
歌
に
は
心
を
打
た

れ
胸
が
熱
く
な
る
。 

・
わ
が
妻
は
う
つ
く
し
か
り
き
死
顔
の
か
く
う 

 
 

つ
く
し
く
し
て
あ
る
を
わ
れ
は
見
ず 

・
亡
き
妻
の
里
に
し
あ
れ
ば
高
梁
ゆ
有
漢
（
う 

  

 
 

か
ん
）
四
里
み
ち
曼
珠
沙
華
の
は
な 

・
墓
の
前
少
し
掃
除
し
花
た
て
て
か
く
は
た
ま 

 
 

に
は
逢
ひ
に
来
に
け
り 

・
木
蓮
の
花
咲
く
妻
の
墓
に
来
て
何
も
い
は
ね 

  

 
 

ど
し
ば
ら
く
を
り
ぬ 

・
身
の
ま
は
り
ひ
と
り
み
ず
か
ら
す
る
こ
と
は 

 
 

死
に
た
る
妻
を
お
も
ふ
こ
と
な
り 

・
十
一
月
二
十
三
日
妻
の
日
な
り
夕
日
が
赤
く 

 
 

 

ひ
と
り
見
て
を
る 

 

二 

比
庵
の
亡
妻
へ
の
想
い
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

孫
の
私
見) 

 

①
亡
き
妻
の
里
に
し
あ
れ
ば
高
梁
ゆ
有
漢
四
里

み
ち
曼
珠
沙
華
の
花 

 

こ
の
歌
は
妻
の
実
家
笹
田
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
有
漢
（
う
か
ん 
現
在
は
高
梁
市
）
宝
妙
寺

に
歌
碑
と
し
残
っ
て
い
る
。
比
庵
は
子
供
時
代

の
思
い
出
と
し
て
高
梁
か
ら
四
里(

一
六k

m)

も
あ
る
隣
村
有
漢
の
従
妹
鶴
代
の
実
家
に
つ
い

て
「
伯
母
さ
ん(

鶴
代
の
母)

が
可
愛
が
っ
て
く

れ
て
遊
び
に
行
く
と
帰
る
時
に
は
何
時
も
う
ま

い
弁
当
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
、
貰
っ
た
土

産
と
一
緒
に
振
り
分
け
て
肩
に
掛
け
て
、
四
里

の
山
道
を
歩
い
て
帰
る
の
だ
が
、
有
漢
に
行
く

の
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
」
と
明
子
に
話
し

て
い
た
。
楽
し
み
の
一
つ
に
四
歳
年
下
の
可
愛

い
従
妹
鶴
代
に
会
え
る
事
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ

の
様
な
比
庵
の
話
と
組
み
合
わ
せ
る
と
こ
の
歌

は
子
供
時
代
か
ら
の
鶴
代
と
の
思
い
出
を
籠
め

た
篤
い
一
首
だ
と
孫
の
私
は
想
像
し
て
い
る
。

曼
珠
沙
華
の
花
（
彼
岸
花
）
の
画
も
画
い
て
い

る
。 

 

②
コ
ケ
シ
の
画 

 

「
窓
日
」
昭
和
四
六
年
一
〇
月
号
駒
込
だ
よ

り
に
比
庵
は
次
の
様
に
書
い
て
い
る
「
七
月
号

か
ら
新
し
く
な
っ
た
表
紙
の
コ
ケ
シ
の
画
が
良

い
と
言
う
手
紙
を
沢
山
貰
っ
た
。
特
に
女
の
コ

ケ
シ
が
可
愛
い
と
い
ふ
。
こ
れ
に
は
秘
密
が
あ

る
。
小
生
の
女
コ
ケ
シ
を
見
る
人
が
三
〇
年
前

に
死
ん
だ
小
生
の
家
内
を
知
っ
て
い
た
ら

奥
さ
ん
が
モ
デ
ル
と
云
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
必
ず
そ
う
い
ふ
こ
と
に
な
る
」
こ
の
言
葉

は
比
庵
の
脳
裏
に
亡
き
鶴
代
の
面
影
が
強

く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

③
鶴
の
画
と
書 

 

比
庵
は
縁
起
物
と
し
て
正
月
な
ど
に

松
・
竹
・
梅
の
画
を
多
く
画
い
て
い
る
が
、

鶴
・
亀
に
つ
い
て
は
鶴
だ
け
多
く
画
い
て
い
る
。

ま
た
「
鶴
一
聲
」
の
書
も
あ
る
。
比
庵
に
と
っ

て
は
「
鶴
」
は
格
別
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
私
は
勝
手
に
想
像
し
て
い
る
。 

 

④
秋
風
は
君
が
山
河
へ
吹
き
ゆ
か
む
蕭
條
と
し

て
う
つ
く
し
く
し
て 

 

こ
の
歌
は
比
庵
の
代
表
的

な
相
聞
歌
で
あ
り
何
人
か
の

男
女
に
送
っ
て
い
る
。
あ
る

比
庵
フ
ァ
ン
の
方
が
こ
れ
は

亡
き
奥
さ
ん
を
想
っ
て
詠
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
書
い
て

い
た
が
、
私
も
同
感
で
あ
る
。

因
み
に
比
庵
は
九
一
歳
の
時

に
襖
一
二
枚
に
新
年
・
春
・

夏
・
秋
・
冬
そ
れ
ぞ
れ
を
詠

ん
だ
歌
を
書
い
て
い
る
が
、

秋
の
歌
と
し
て
こ
の
歌
を
選

ん
で
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
比
庵
の
作
品

の
中
に
は
亡
き
妻
鶴
代
を
想

う
気
持
ち
が
満
ち
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
、「
鶴
代
お
ば 

あ
ち
ゃ
ん
」
が
大
好
き
だ
っ

た
孫
の
目
に
は
映
る
の
で
あ

る
。 

 

朝日いま上がらんとしてくれないに 

東なかばを染めぼかしたり  比庵九十三 

有漢の歌碑 

こけしの画  

屏風 秋風は 

3 

 



 

   

門前の 蕎麦はうましと 誰もいふ この環境の みほとけありがたや 

 

     比庵佳境の会 
会長 清水 固（清水比庵の孫） 

   〒247-0022 横浜市栄区庄戸３−５−１８ 

   TEL&FAX 045-893-8932 

URL : http://www.hat.hi-ho.ne.jp/katashi-shimizu/ 

事務局 村上信行 

   〒247-0022 横浜市栄区庄戸４−１５−４  

   TEL&FAX 045-894-5446 

写真左は深大寺歌碑を直書する比庵九十二歳 中は比庵歌碑 右は深大寺山門 

 

東
京
都
の
一
角
に
武
蔵
野
の
面
影
を
色

濃
く
残
す
都
立
神
代
植
物
公
園
と
名
刹
深

大
寺
。
こ
の
深
大
寺
の
境
内
に
は
、
比
庵
自

身
の
思
い
入
れ
が
深
く
、
今
年
建
立
四
〇
周

年
と
な
る
比
庵
最
後
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

秋
の
一
日
を
ご
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
散
策

し
、
名
物
深
大
寺
そ
ば
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。 

 

参
加
要
領
の
詳
細
は
一
ペ
ー
ジ
に
記
載

の
と
お
り
で
す
が
、
当
日
は
十
一
時
か
ら
約

一
時
間
強
、
神
代
植
物
公
園
の
四
〇
〇
品
種

五
千
数
百
株
と
い
わ
れ
る
丁
度
見
頃
の
秋

バ
ラ
を
、
比
庵
の
会
会
員
で
あ
り
同
園
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
あ
る
村
本
慎
一
さ

ん
の
案
内
で
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 

昼
食
は
深
大
寺
山
門
前
の
そ
ば
の
お
店

「
門
前
」
で
摂
り
ま
す
。
境
内
に
あ
る
比
庵

歌
碑
「
門
前
の
蕎
麦
は
う
ま
し
と
誰
も
い

ふ
」
を
、
わ
が
こ
と
と
自
任
す
る
比
庵
の
会

会
員
浅
田
修
平
さ
ん
の
お
店
で
す
。 

 

午
後
は
深
大
寺
を
拝
観
し
ま
す
。
比
庵
歌

碑
の
ほ
か
、
元
禄
八
年
建
造
の
山
門
、
幕
末

の
大
火
に
炙
ら
れ
炭
化
し
た
棟
木
の
常
香

楼
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
境
内
で
す

が
、
今
回
は
特
に
住
職
の
お
話
の
後
、
比
庵

の
会
の
会
員
で
あ
り
当
山
の
僧
侶
で
あ
る

菅
原
常
光
さ
ん
（
歌
碑
と
関
わ
り
の
深
い
後

述
の
延
暦
寺
菅
原
榮
海
元
座
主
の
令
孫
）
の

ご
案
内
で
、
釈
迦
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
重

要
文
化
財
の
白
鳳
佛
、
本
堂
の
本
尊
阿
弥
陀

如
来
像
や
元
三
大
師
堂
を
拝
観
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

 
 
 

な
お
、
散
会
十
五
時
三
〇
分
頃
の
予
定
で

す
。 

 

都
立
神
代
植
物
公
園 

昭
和
一
五
年
（
一
九

四
〇
）
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
記
念
事
と
し

て
開
設
さ
れ
た
防
空
緑
地
が
前
身
。
昭
和
三

六
年
一
〇
月
、
植
物
公
園
と
し
て
開
園
。
四

七
万
㎡
の
敷
地
に
四
八
〇
〇
種
類
、
一
〇
万

本
の
樹
々
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
花
が
楽
し

め
る
。 

浮
岳
山
深
大
寺 

天
平
五
年
（
七
三
三
）
創

建
。
関
東
で
は
浅
草
寺
と
並
ぶ
古
刹
。
当
初

法
相
宗
で
あ
っ
た
が
、
約
百
年
後
関
東
の
騒

乱
平
定
祈
願
の
功
で
比
叡
山
の
高
僧
恵
亮

和
尚
が
賜
り
天
台
宗
に
。
九
九
一
年
延
暦
寺

座
主
慈
恵
大
師
が
万
民
救
済
を
発
願
し
自

刻
像
を
深
大
寺
に
移
し
、
厄
除
け
の
寺
と
し

て
多
く
の
人
の
信
仰
を
集
め
る
。 

比
庵
歌
碑
と
深
大
寺 

日
光
町
長
時
代
の

比
庵
と
短
歌
を
通
じ
親
交
が
あ
っ
た
医
王

院
菅
原
榮
海
住
職
が
、
の
ち
日
光
輪
王
寺
門

跡
、
さ
ら
に
は
第
二
五
二
世
延
暦
寺
座
主
と

な
ら
れ
、
『
窓
日
』
創
立
四
五
周
年
記
念
行

事
で
あ
る
比
庵
歌
碑
の
建
立
場
所
に
、
深
大

寺
を
推
薦
さ
れ
た
。 

深
大
寺
そ
ば
の
由
来 

元
禄
の
頃
、
上
野
寛

永
寺
の
門
主
第
五
世
公
弁
法
親
王
が
、
深
大

寺
か
ら
献
上
さ
れ
た
そ
ば
の
風
味
を
賞
讃

し
、
一
門
や
全
国
諸
大
名
に
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
説
に
は
鷹
狩
で
寺
に
立

ち
寄
っ
た
三
代
将
軍
家
光
が
、
出
さ
れ
た
そ

ば
を
賞
讃
し
た
か
ら
と
も
い
う
。
江
戸
時
代

後
期
に
入
り
、
そ
の
評
判
が
上
流
階
層
か
ら

一
般
階
層
に
広
が
っ
た
。 

 

神代植物公園のバラ園 

「
比
庵
佳
境
の
会
」
今
秋
の
催
し
物 

神
代
植
物
公
園
の
バ
ラ
め
ぐ
り
と 

深
大
寺
拝
観 

 
 
 
 
 

 

十
月
二
十
八
日
（
火
） 

 

東
京
都
の
一
角
に
武
蔵
野
の
面

影
を
色
濃
く
残
す
都
立
神
代
植
物

公
園
と
名
刹
深
大
寺
。
こ
の
深
大
寺

の
境
内
に
は
、
比
庵
自
身
の
思
い
入

れ
が
深
く
、
今
年
建
立
40
周
年
と
な

る
比
庵
最
後
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

秋
の
一
日
を
ご
一
緒
に
ゆ
っ
く

り
散
策
し
、
名
物
深
大
寺
そ
ば
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
参
加
要
領
の
詳
細
は
１
ペ
ー
ジ

記
載
の
と
お
り
で
す
が
、
当
日
は
11

時
か
ら
約
一
時
間
強
、
神
代
植
物
公

園
の
四
〇
〇
品
種
五
千
数
百
株
と

い
わ
れ
る
丁
度
見
頃
の
秋
バ
ラ
を
、

比
庵
の
会
会
員
で
あ
り
同
園
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
あ
る
村
本

慎
一
さ
ん
の
案
内
で
お
楽
し
み
頂

き
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 

昼
食
は
深
大
寺
山
門
前
の
そ
ば

の
お
店
「
門
前
」
で
摂
り
ま
す
。
境

内
に
あ
る
比
庵
歌
碑
「
門
前
の
蕎
麦

は
う
ま
し
と
誰
も
い
ふ
」
を
、
わ
が

こ
と
と
自
任
す
る
比
庵
の
会
会
員

浅
田
修
平
さ
ん
の
お
店
で
す
。 

 

午
後
は
深
大
寺
を
拝
観
し
ま
す
。

比
庵
歌
碑
の
ほ
か
、
元
禄
八
年
建
造

の
山
門
、
幕
末
の
大
火
に
炙
ら
れ
炭

化
し
た
棟
木
の
常
香
楼
な
ど
、
見
ど

こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
境
内
で
す
が
、
今

回
は
特
に
住
職
の
お
話
の
後
、
比
庵

の
会
の
会
員
で
あ
り
当
山
の
僧
侶

で
あ
る
菅
原
常
光
さ
ん
（
歌
碑
と
関

わ
り
の
深
い
後
述
の
延
暦
寺
菅
原

榮
海
元
座
主
の
令
孫
）
の
ご
案
内

で
、
釈
迦
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
重

要
文
化
財
の
白
鳳
佛
、
本
堂
の
本
尊

阿
弥
陀
如
来
像
や
元
三
大
師
堂
を

拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 

な
お
、
散
会
15
時
30
分
頃
の
予

定
で
す
。 

 

都
立
神
代
植
物
公
園 

昭
和
15
年

（
一
九
四
〇
）
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年

の
記
念
事
と
し
て
開
設
さ
れ
た
防

空
緑
地
が
前
身
。
昭
和
36
年
10
月
、

植
物
公
園
と
し
て
開
園
。
47
万
㎡
の

敷
地
に
四
八
〇
〇
種
類
、
一
〇
万
本

の
樹
々
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
花
が

楽
し
め
る
。 

浮
岳
山
深
大
寺 

天
平
五
年
（
七
三

三
）
創
建
。
関
東
で
は
浅
草
寺
と
並

ぶ
古
刹
。
当
初
法
相
宗
で
あ
っ
た

が
、
約
百
年
後
関
東
の
騒
乱
平
定
祈

願
の
功
で
比
叡
山
の
高
僧
恵
亮
和

尚
が
賜
り
天
台
宗
に
。
九
九
一
年
延

暦
寺
座
主
慈
恵
大
師
が
万
民
救
済

を
発
願
し
自
刻
像
を
深
大
寺
に
移

し
、
厄
除
け
の
寺
と
し
て
多
く
の
人

の
信
仰
を
集
め
る
。 

比
庵
歌
碑
と
深
大
寺 

日
光
町
長

時
代
の
比
庵
と
短
歌
を
通
じ
親
交

が
あ
っ
た
医
王
院
菅
原
榮
海
住
職

が
、
の
ち
日
光
輪
王
寺
門
跡
、
さ
ら

に
は
第
二
五
二
世
延
暦
寺
座
主
と

な
ら
れ
、『
窓
日
』
創
立
45
周
年
記

念
行
事
で
あ
る
比
庵
歌
碑
の
建
立

場
所
に
、
深
大
寺
を
推
薦
さ
れ
た
。 

深
大
寺
そ
ば
の
由
来 

元
禄
の
頃
、

上
野
寛
永
寺
の
門
主
第
五
世
公
弁

法
親
王
が
、
深
大
寺
か
ら
献
上
さ
れ

た
そ
ば
の
風
味
を
賞
讃
し
、
一
門
や

全
国
諸
大
名
に
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
説
に
は
鷹
狩
で
寺

に
立
ち
寄
っ
た
三
代
将
軍
家
光
が
、

出
さ
れ
た
そ
ば
を
賞
讃
し
た
か
ら

と
も
い
う
。
江
戸
時
代
後
期
に
入

り
、
そ
の
評
判
が
上
流
階
層
か
ら
一

般
階
層
に
広
が
っ
た
。 

 

比
庵
佳
境
の
会
か
ら
そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

①
二
七
年
一
月
一
日
〜
二
月
一
五
日
日
光
市
小
杉 

 

 

放
菴
記
念
美
術
館
で
放
菴
・
比
庵
展 

②
二
七
年
三
月
二
一
日
か
ら
五
月
一
〇
日
埼
玉
県 

 

川
島
町
遠
山
記
念
館
で
比
庵
展 

③
村
上
廣
元
氏
著
「
回
想
記 

は
る
か
な
る
茂
吉 

 

と
比
庵
」 

 

二
五
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
た

歌
人
で
比
庵
研
究
家
村
上
氏
の
回
想
記
で
す
。

ま
だ
在
庫
が
あ
る
の
で
ご
希
望
の
方
に
贈
呈
し

た
い
と
の
こ
と
で
す
。
申
込
は
清
水
固
迄
お
願

い
し
ま
す
。
（
先
着
順
） 

  

追
記
：
比
庵
佳
境
の
会
会
員
で
二
六
年
度
会

費
未
納
の
方
は
下
記
に
納
入
お
願
い
し

ま
す
。 

一
口1

,0
00

円
（
複
数
口
歓
迎
） 

三
井
住
友
銀
行
鶴
見
支
店 

普
通70

6
15
58 

名
義
：
ク
ボ
タ
ノ
ブ
ユ
キ 

  

４ 

http://www.hat.hi-ho.ne.jp/katashi-shimizu/

